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生産工程のボトルネックを解決
さらなる省人化を図る

アルミダイカスト鋳造が主力
異種材への対応力が強み

　同社は、和歌山県からの要請を受けて１９９４年に親会
社であるアクロナイネン（株）の事業の一部を分離し、同社
及び和歌山県と和歌山市の共同出資による県下初の第三
セクター方式で設立された障害者多数雇用企業である。
　主力事業は、アルミダイカスト鋳造による自動車部品・ト
ラック部品の製造であり、親会社を通じて大手自動車メー
カーに納品されている。アルミダイカスト鋳造に用いる金
型を自社で製作していることも特徴であり、各種金属部品
のバリ取り、パフ加工、ヘアーライン仕上げ、表面仕上げま
で自社で対応することが可能である。

　近年は、自動車部品関連の部品製造だけでなく、ガス
メーター部品、船外機部品を製作するなどアルミダイカス
ト鋳造のノウハウを活かした事業展開もみられる。
　同社の強みとしては、金型製造からアルミダイカスト鋳
造、バリ取り、機械加工まで一貫して対応できることに加
え、同業他社で難しいとされる多種の異種材に対応できる
ことが挙げられる。異種材はノウハウの蓄積がなければ対
応できないもので、技術面での差別化を図ることができて
いる。

「放電」工程の時間短縮を目指し
リニアモータ方式の放電加工機を導入

　親会社のアクロナイネン（株）から年間を通し、多数の金
型製造の依頼があったにも関わらず、同社では金型製造に
多くの時間を要するなどの理由から、受注に対応すること
ができない状況が続いていた。
　金型製造は、「設計」→「加工」→「放電」→「磨き」→「組
み付け」の順で工程を行っていくが、上記の問題改善のた
めに工程を精査したところ「放電」に多くの時間を費やして
おり、一連の工程がスムーズに流れていないことがわかっ
てきた。「放電」の工程を改善することで一連の工程がスム
ーズに流れ、金型製造にかかる時間を短縮できることも見
えてきた。
　また、同社の金型製造は、既存の金型を更新する更新型
の金型製造が大半であり、一から金型を設計する技術も高
めることで金型製造の技術力の底上げを図る必要性を感
じていた。

　そこで、今回の補助事業では、金型製造の技術力を高
め、その中でも特に必要とされる「放電」の工程の時間短
縮を図ることができるリニアモータ方式の放電加工機を導
入した。これにより、今まで取りこぼしていた案件の取り込
みを狙った。

▲既存の放電加工機

▲ダイカスト鋳造機

生産の遅れは解消
新旧機械の互換性に問題を残す

　これまでは、納品済みの金型の形状の変更依頼や修理
依頼があった場合は、製造中の金型をいったん止めて対応
しなければならなかったため、生産計画に遅れが発生する
ことがあった。今回の補助事業でリニアモータ方式の放電
加工機を導入したことにより、「放電」工程の処理速度、処
理精度が格段に向上し、生産の遅れがなくなり、同社にとっ
て大きな成果があった。具体的な目標数値としては、今年
度（平成２９年度）内製金型４０個前後の納入を目標として
掲げており、折り返し時点ではまずまずの生産実績となっ
ている。
　一方で、旧放電加工機と新放電加工機の間に互換性を
保てない部分があり、自動化を進めたいと考えていたが、

結果的には人力での作業が残ってしまっている。この点
は、機械の消耗状態を考慮しながら新規の設備投資によっ
て改善を図っていく意向である。

人材育成を進めつつ省人化
新素材の活用を検討

　設備投資を積極的に進めることによって金型製造部門
の強化を図っているが、金型製造部門における人材育成が
進んでいない状況にある。新卒者を配属することで、技術
の継承も徐々に進めていきたいとしている。
　また、人材育成を進めていくのと同時に、省人化によるリ
ードタイムの短縮は引き続き、同社の課題となっている。そ
の課題解決のために、ＮＣ旋盤とマシニングセンタの機能
が１台に集約された設備の導入も検討中である。

　今後の展開としては、既存のアルミダイカスト鋳造による
部品製造に独自性を出していくために、異種材を使った部
品製造を進めていく予定だ。具体的には、新アルミ材でのダ
イカスト鋳造のノウハウを確立させ、今後に生産台数が伸び
ると予測されるＥＶ・ＨＶ・ＰＨＶ生産自動車メーカーからの
需要を見込めると考えている。
　得意先からの要望が日々高まる中で、要望に実直に応え
つつ、新たな活路も見出していきたい。
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